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■ 研究の背景と目的

クラックの経路探索シミュレーションクラックの経路探索シミュレーション

・コンクリートの破壊や劣化を評価する上で，クラックの経路探索が重要である．

・有限要素法ではクラックに沿ってメッシュ分割する必要があり，クラック進展の解析が困難である．

・本研究では，節点ベースの有限要素法により，簡易なクラック進展解析法を開発する．

■ 数値解析例（4点曲げのベンチマーク試験）
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小

■ 数値解析例（複合構造のクラック形成モード）

実験結果と同様のクラック進展経路がシミュレートできている．

■ クラックの形成パターン

①表面から形成 ②表面へ進展 ③内部での進展 ④内部での形成

■ 数値解析例（複合構造のクラック形成）

実験結果

大

小

クラックの形成パターンをモデル化し，

節点ごとに経路探索を行えるように工夫する．


